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2.4.2. 教員業績概要 
職名： 教授 氏名： 村田 嘉利 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
ソフトウェア設計学，ファイルとデータベース，基盤システム演習 A，B，C，基盤システムゼミナール A，B，卒業
研究・制作 A，B 
(b) 研究科担当授業科目 
基盤情報特論，ソフトウェア設計特論,ソフトウェア情報学ゼミナールⅠ，Ⅱ,Ⅲ，ソフトウェア情報学特別研究,特
別ゼミナール 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
該当無し 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当無し 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
該当無し 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) Yoshitoshi Murata, “Business Scheme for Shifting from Existing Networks to Trusted Green Networks, ” 
Proc of the 2nd ITU-T Kaleidoscope Academic Conference 2010, S8.3, December 2010 
2) Yuki Itoga, Yoshitoshi Murata, Tsuyoshi Yakayama, Nobuyoshi Sato, “A Proposal of an Authentication 
Method Based on Personal Difference of Gestures,” Proc. of the 4th IFIP WG 11.11 International Conference 
on Trust Management, pp. 21-24, June 2010 
3) Nobuyoshi Sato, Toshihiro Takahashi, Akira Tajima, Shouich Odashima, Jun Suzuki, Taiji Ishikawa, 
Yoshitoshi Murata, “Improvement and its Evaluation of Worker's Motion Monitor System Using in Automobile 
Assembly Factory”, The 4th International Workshop on Telecommunication Networking, Applications and 
Systems (TeNAS2010), in conjuction with The IEEE 23rd International Conference on Advanced Information 
Networking and Applications (AINA 2009), pp.899-904. (2010.4) 
4) Nobuyoshi Sato, Masaki Oikawa, Jun Suzuki, Taiji Ishikawa, Yoshitoshi Murata, “Design and Implementation 
of Movie Camera Recording on Worker's Motion Tracing System by Terrestrial Magnetism Sensors”, The 2nd 
International Workshop on Information Technology for Innovative Services (ITIS2010), in conjunction with 
The 13rd International Conference on Network-Based Information Systems, (NBIS2010), pp.451-456. (2010.9) 
5) Masaki Oikawa, Nobuyoshi Sato, Tsuyoshi Takayama, Yoshitoshi Murata, “Design and Implementation of Ski 
Jumper's Motion Monitor System by Terrestrial Magnetism and Acceleration Sensors”, The 13rd 
International Conference on Network-Based Information Systems, (NBIS2010), pp.78-85. (2010.9) 
6) Hiromitsu Sugawara, Nobuyoshi Sato, Tsuyoshi Takayama, Yoshitoshi Murata, “A Road Location Estimating 
Method by Many Trajectories to Realize Rapid Map Survey for a Car Navigation System”, 2010 International 
Workshop on Symbiotic Computing and Multiagent Systems (SCMAS2010), in conjunction with 2010 
International Conference on Broadband, Wireless Computing, Communication and Applications (BWCCA2010), 
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pp.806-811. (2010.11) 
7) 村田嘉利，真野浩，森岡仁志，“有線・無線組み合わせデジタル・ディバイド解消システムのフィールド試験報
告”，DICOMO2010論文集，pp.1630-1637，2010年 7月 
8) 菊地慧，高山毅，佐藤永欣，Goutam Chakraborty，村田嘉利，“コグニティブ無線システムにおける基地局位置
情報提供システム”，DICOMO2010論文集，pp.171-178，2010年 7月 
9) 及川 正基, 佐藤 永欣, 高山 毅, 村田 嘉利, 『複数の地磁気・加速度センサによるスキージャンプ選手の モ
ーションモニタリングシステムの評価』, 情報処理学会マルチメディア、分散、協調とモバイル(DICOMO2010) シ
ンポジウム, pp.363-371. (2010.7) 
10) 菅原 弘光, 佐藤 永欣, 高山 毅, 村田 嘉利, 『集合知としての走行軌跡により地図を更新するカーナビゲーシ
ョンに おける道路位置推定手法』, 情報処理学会マルチメディア、分散、協調とモバイル(DICOMO2010) シンポ
ジウム, pp.446-454. (2010.7) 
11) 佐藤 永欣, 及川 正基, 上田 浩市, 鈴木 潤, 石川 泰二, 高山 毅, 村田 嘉利, 『地磁気加速度センサを用い
た作業トレースシステムにおける作業録画システムの設計と実装』, 情報処理学会マルチメディア、分散、協調
とモバイル(DICOMO2010) シンポジウム, pp.1527-1535. (2010.7) 
12) 佐藤永欣, 及川正基, 上田浩市, 鈴木 潤, 石川泰二, 高山 毅, 村田嘉利, 『地磁気・加速度センサによる作業
トレースシステムの作業録画機能の改善』, マルチメディア通信と分散処理ワークショップ, pp.89-94. 
(2010.10) 
13) 菅原弘光, 佐藤永欣, 高山 毅, 村田嘉利, 『集合知としての走行軌跡による道路位置推定手法の直線道路曲線
道路 における評価』, マルチメディア通信と分散処理ワークショップ, pp.143-148. (2010.10) 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 高島隼也, 高山 毅, 村田嘉利, 佐藤永欣, 加藤大樹, 『レコメンデーションに誘導されやすい顧客を抽出する
吉兆度方式の効率化』, 情報処理学会第 73回全国大会, 2M-7 (2011.3) 
2) 川崎 葵, 高山 毅, 村田嘉利, 佐藤永欣, 大上 藍, 『フレグランスのにおいの検索方式の効率化と購入支援シ
ステムの開発』, 情報処理学会第 73回全国大会, 5N-6 (2011.3) 
3) 松田直子, 高山 毅, 村田嘉利, 佐藤永欣, 大上 藍, 『コーヒーのにおいと味を考慮した検索方式と購入支援シ
ステムの開発』, 情報処理学会第 73回全国大会, 5N-7 (2011.3) 
4) 田中直樹, 高山 毅, 佐藤永欣, 村田嘉利, 生田脩二, 『Web文書への主観的評価を融合する Web2.0 型検索エン
ジンの開発』, 情報処理学会第 73回全国大会, 2P-4 (2011.3) 
5) 熊谷彩夏, 高山 毅, 佐々木貴済, 佐藤永欣, 村田嘉利, 『AVM データのリアルタイムでのマイニングを導入し
た， タクシーの待ち/流し位置レコメンデーション』, 情報処理学会第 73回全国大会, 3P-1 (2011.3) 
6) 長宝有希, 一戸勇太, 佐藤永欣, 高山 毅, 村田嘉利, 『P2P防犯エリアネットワ-クにおける動体の軌跡に基づ
く 不審者検出方式の実装』, 情報処理学会第 73回全国大会, 5P-8 (2011.3) 
7) 清水畑朋子, 大信田祥代, 佐藤永欣, 高山, 毅, 村田嘉利, 『FeliCa 乗車券と降車バス停情報によるバスの遅
延に対応した観光案内システム』, 情報処理学会第 73 回全国大会, 3U-1 (2011.3) 
8) 斎藤慎弥, 村田嘉利, 高山 毅, 佐藤永欣, 『インターナショナルドライビングシミュレータ ―シミュレータ用
道路データ抽出と 3D道路生成―』, 情報処理学会第 73 回全国大会, 6U-2 (2011.3) 
9) 大橋健介, 村田嘉利, 高山 毅, 佐藤永欣, 小野寺真悦, 『アンドロイド端末を利用した家電向リモコンの提
案』, 情報処理学会第 73回全国大会, 5V-7 (2011.3) 
10) 三矢慶子, 村田嘉利, 高山 毅, 佐藤永欣, 稲邉優香, 『コーディネーション相談システムの提案』, 情報処理
学会第 73回全国大会, 1Z-6 (2011.3) 
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(e) 研究費の獲得 
1) NTTドコモ奨学寄附金：700,000円 
2) Research In Motion社奨学寄附金：8,038,000円 
3) 関東自動車共同研究：330,000円 
4) いわて戦略的研究開発：871,500円 
5) H22年度公募型地域課題研究「地磁気・加速度センサを利用したスキージャンプのためのモニタリングシステム
の開発」： 600,000円 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
1) 村田嘉利，佐藤永欣，『角度測定装置および方法』，特願 2011-14629 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
該当無し 
(b) 学部/研究科の委員会 
ソフトウェア情報学部 学科長、総務委員会 委員長 
(c) 学生支援 
該当無し 
(d) その他 
岩手県立大学生協 理事長 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
該当無し 
(b) 企業・団体などにおける活動 
該当無し 
 
(c) 一般教育 
該当無し 
(d) 産学連携 
1) U-Factoryプロジェクト（関東自動車株式会社との共同研究） 
(e) 学会などにおける活動 
1) 電子情報通信学会東北支部 監事 
(f) その他 
該当無し 
 
[主な業績］ 
研究活動としては，国際会議に２件採録され、発表した。ジャーナル論文としては、１件が採録決定した。大学運
営としては，学科長を勤め、学部長を補佐すると共に、ソフトウェア情報学部・研究科の将来構想の検討を推進し
た。外部資金としては，カナダにある Research In Motion社から$100,000の奨学寄附金を頂いた．岩手県立大学生
協の継続・発展のため、理事長を務めている。 
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職名： 准教授 氏名： 高山 毅 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
ファイルとデータベース，基礎教養入門，学の世界入門, プロジェクト演習 I, プロジェクト演習 II, 基盤システ
ム演習 A, 基盤システム演習 B, 基盤システム演習 C, 基盤システムゼミ A, 基盤システムゼミ B, 卒業研究・制作
A, 卒業研究・制作 B． 
(b) 研究科担当授業科目 
基盤情報特論 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
ファイルとデータベース, 基盤システム演習 A, Bにおいて, 日本オラクル株式会社との契約に基づく OAI授業実施 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当無し 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) T. Takayama, K. Matsumoto, A. Kumagai, N. Sato, and Y. Murata: “Waiting/Cruising Location Recommendation 
for Efficient Taxi Business”, NAUN International Journal of Systems Applications, Engineering and 
Development, Vol.5, Issue2, pp.224-236, 2011.  
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) T. Takayama, K. Matsumoto, A. Kumagai, N. Sato, and Y. Murata: “Waiting/Cruising Location Recommendation 
Based on Mining of Occupied Taxi Data”, Proc. of the 12th WSEAS International Conference on Mathematical 
and Computational Methods in Science and Engineering(MACMESE '10), pp.225-229, 2010.  
2) H. Sugawara, N. Sato, T. Takayama, Y. Murata: “A Road Location Estimating Method by Many Trajectories 
to Realize Rapid Map Survey for a Car Navigation System,” Proceedings of 2010 International Workshop 
on Symbiotic Computing and Multiagent Systems(SCMAS2010) in conjuction with 2010 International 
Conference on Broadband, Wireless Computing, Communication and Applications(BWCCA2010), pp.806-811, 
2010.  
3) M. Oikawa, N. Sato, T. Takayama, Y. Murata: “Design and Implementation of Ski Jumper’s Motion Monitor 
System by Terrestrial Magnetism and Acceleration Sensors,” Proceedings of the 13rd International 
Conference on Network-Based Information Systems(NBIS2010), pp.78-85, 2010.  
4) Y. Itoga, Y. Murata, T. Takayama, N. Sato, and N. Kikuchi: “A Proposal of an Authentication Method Based 
on Personal Difference of Gestures,” Proceedings of the Fourth IFIP WG11.11 International Conference 
on Trust Management (IFIPTM2010), pp.21-24, 2010.5.  
5) 菅原弘光、佐藤永欣、高山毅、村田嘉利： “集合知としての走行軌跡による道路位置推定手法の直線道路曲線
道路における評価”、 マルチメディア通信と分散処理ワークショップ、pp.143-148, 2010.  
6) 佐藤永欣、及川正基、上田浩市、鈴木潤、石川泰二、高山毅、村田嘉利： “地磁気・加速度センサによる作業
トレースシステムの作業録画機能の改善”、マルチメディア通信と分散処理ワークショップ、pp.89-94, 2010. 
7) 菊地 慧, 高山 毅, 佐藤 永欣, Goutam Chakraborty, 村田 嘉利, 『コグニティブ無線システムにおける基地局
位置情報提供システム』, 情報処理学会マルチメディア、分散、協調とモバイル(DICOMO2010) シンポジウム, 
pp.171-178. (2010.7) 
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8) 及川 正基, 佐藤 永欣, 高山 毅, 村田 嘉利, 『複数の地磁気・加速度センサによるスキージャンプ選手の モ
ーションモニタリングシステムの評価』, 情報処理学会マルチメディア、分散、協調とモバイル(DICOMO2010) シ
ンポジウム, pp.363-371. (2010.7) 
9) 菅原 弘光, 佐藤 永欣, 高山 毅, 村田 嘉利, 『集合知としての走行軌跡により地図を更新するカーナビゲーシ
ョンに おける道路位置推定手法』, 情報処理学会マルチメディア、分散、協調とモバイル(DICOMO2010) シンポ
ジウム, pp.446-454. (2010.7) 
10) 佐藤 永欣, 及川 正基, 上田 浩市, 鈴木 潤, 石川 泰二, 高山 毅, 村田 嘉利, 『地磁気加速度センサを用い
た作業トレースシステムにおける 作業録画システムの設計と実装』, 情報処理学会マルチメディア、分散、協
調とモバイル(DICOMO2010) シンポジウム, pp.1527-1535. (2010.7) 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 熊谷彩夏，高山毅，佐々木貴済，佐藤永欣，村田嘉利： AVMデータのリアルタイムでのマイニングを導入した，
タクシーの待ち/流し位置レコメンデーション、情報処理学会第 73回全国大会、3P-1、2011．（学生奨励賞受賞） 
2) 松田直子，高山毅，佐藤永欣，村田嘉利，大上藍： コーヒーのにおいと味を考慮した検索方式と購入支援シス
テムの開発、情報処理学会第 73回全国大会、5N-7、2011． 
3) 川崎葵，高山毅，村田嘉利，佐藤永欣，大上藍： フレグランスのにおいの検索方式の効率化と購入支援システ
ムの開発、情報処理学会第 73回全国大会、5N-6、2011． 
4) 高島隼也，高山 毅，村田嘉利，佐藤永欣，加藤大樹： レコメンデーションに誘導されやすい顧客を抽出する
吉兆度方式の効率化、情報処理学会第 73 回全国大会、2M-7、2011． 
5) 田中直樹，高山 毅，佐藤永欣，村田嘉利，生田脩二： Web 文書への主観的評価を融合する Web2.0 型検索エ
ンジンの開発、情報処理学会第 73回全国大会、2P-4、2011． 
6) 大橋健介，村田嘉利，高山毅，佐藤永欣，小野寺真悦： アンドロイド端末を利用した家電向リモコンの提案、
情報処理学会第 73回全国大会、5V-7、2011． 
7) 斎藤慎弥，村田嘉利，高山毅，佐藤永欣： インターナショナルドライビングシミュレータ-シミュレータ用道
路データ抽出と 3D道路生成、情報処理学会第 73回全国大会、6U-2、2011． 
8) 三矢慶子，村田嘉利，高山毅，佐藤永欣，稲邉優香： コーディネーション相談システムの提案、情報処理学会
第 73回全国大会、1Z-6、2011． 
9) 清水畑朋子，大信田祥代，佐藤永欣，高山毅，村田嘉利： FeliCa 乗車券と降車バス停情報によるバスの遅延
に対応した観光案内システム、情報処理学会第 73回全国大会、3U-1、2011． 
10) 長宝有希，一戸勇太，佐藤永欣，高山毅，村田嘉利： P2P 防犯エリアネットワ-クにおける動体の軌跡に基づ
く不審者検出方式の実装、情報処理学会第 73回全国大会、5P-8、2011． 
(e) 研究費の獲得 
1) 科学研究費補助金（基盤研究 B）, “協調的可視化ライフサイクル管理ミドルウェアの開発”, ３年総額 3,600,000
円で 2010年度は 2,200,000 円 
2) 科学研究費補助金（基盤研究 C）, “ポスト Google時代に対応する Web2.0型検索エンジンの開発”, ３年総額
1,700,000円で 2010年度は 400,000円 
3) 財団研究費・外部研究費獲得促進費、220,000円 
4) 財団研究費・外部研究費獲得促進費、40,000円 
5) 公募型地域課題研究, “タクシーの実車記録と AVMシステムの融合による、待ち/流しの効率化に関する研究”, 
２年間のプロジェクトで 2010年度は 600,000円 
 
2.4.データベースシステム学講座 
43 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
該当無し 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
学生支援本部・副本部長 
(b) 学部/研究科の委員会 
該当無し 
(c) 学生支援 
該当無し 
(d) その他 
該当無し 
 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
該当無し 
(b) 企業・団体などにおける活動 
該当無し 
(c) 一般教育 
該当無し 
(d) 産学連携 
1) タクシー会社と売上向上に関する研究を実施 
2) 秘密保持契約を締結し、一社と売上向上に関する研究を実施 
(e) 学会などにおける活動 
1) 情報処理学会論文誌データベース(TOD)編集委員 
2) 情報処理学会論文誌シニア査読委員 
3) 国際会議 The 12th WSEAS International Conference on Mathematical and Computational Methods in Science 
and Engineering(MACMESE '10) で Mathematical methodsセッションの座長, 2010/11/4 
4) 国際会議 The 15th International Conference on Database Systems for Advanced Applications(DASFAA 2010) 
Local Arrangement Committee member, 2009/06/16～2010/04/04 
(f) その他 
該当無し 
 
[主な業績］ 
教育活動では, 日本オラクル株式会社との契約に基づき, データベース管理システム Oracleを用いた OAI授業を
行なった.  
研究活動では, ジャーナル論文 1本, 国際会議論文４本の採録を得た. 
大学運営では, 学生支援本部・副本部長として活動した.  
社会貢献では, 学会活動として情報処理学会論文誌データベース(TOD)編集委員，情報処理学会論文誌シニア査読
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委員を務めるほか, 国際会議 The 12th WSEAS International Conference on Mathematical and Computational 
Methods in Science and Engineering(MACMESE '10) で Mathematical methodsセッションの座長，国際会議 The 15th 
International Conference on Database Systems for Advanced Applications(DASFAA 2010) で Local Arrangement 
Committeeを務めた. 
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職名： 講師 氏名： 佐藤永欣 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
ソフトウェア演習 A，B，C，ソフトウェア設計学，情報メディア入門 
(b) 研究科担当授業科目 
情報セキュリティ特論 I 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
ソフトウェア演習 TF 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当無し 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
該当無し 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) Nobuyoshi Sato, Toshihiro Takahashi, Akira Tajima, Shouich Odashima, Jun Suzuki, Taiji Ishikawa, 
Yoshitoshi Murata, “Improvement and its Evaluation of Worker's Motion Monitor System Using in Automobile 
Assembly Factory”, The 4th International Workshop on Telecommunication Networking, Applications and 
Systems (TeNAS2010), in conjuction with The IEEE 23rd International Conference on Advanced Information 
Networking and Applications (AINA 2009), pp.899-904. (2010.4) 
2) Yuki Itoga, Yoshitoshi Murata, Tsuyoshi Yakayama, Nobuyoshi Sato, “A Proposal of an Authentication 
Method Based on Personal Difference of Gestures,” Proc. of the 4th IFIP WG 11.11 International Conference 
on Trust Management, pp. 21-24, June 2010 
3) Nobuyoshi Sato, Masaki Oikawa, Jun Suzuki, Taiji Ishikawa, Yoshitoshi Murata, “Design and Implementation 
of Movie Camera Recording on Worker's Motion Tracing System by Terrestrial Magnetism Sensors”, The 2nd 
International Workshop on Information Technology for Innovative Services (ITIS2010), in conjunction with 
The 13rd International Conference on Network-Based Information Systems, (NBIS2010), pp.451-456. (2010.9) 
4) Masaki Oikawa, Nobuyoshi Sato, Tsuyoshi Takayama, Yoshitoshi Murata, “Design and Implementation of Ski 
Jumper's Motion Monitor System by Terrestrial Magnetism and Acceleration Sensors”, The 13rd 
International Conference on Network-Based Information Systems, (NBIS2010), pp.78-85. (2010.9) 
5) Hiromitsu Sugawara, Nobuyoshi Sato, Tsuyoshi Takayama, Yoshitoshi Murata, “A Road Location Estimating 
Method by Many Trajectories to Realize Rapid Map Survey for a Car Navigation System”, 2010 International 
Workshop on Symbiotic Computing and Multiagent Systems (SCMAS2010), in conjunction with 2010 
International Conference on Broadband, Wireless Computing, Communication and Applications (BWCCA2010), 
pp.806-811. (2010.11) 
6) 菊地 慧, 高山 毅, 佐藤 永欣, Goutam Chakraborty, 村田 嘉利, 『コグニティブ無線システムにおける基地局
位置情報提供システム』, 情報処理学会マルチメディア、分散、協調とモバイル(DICOMO2010) シンポジウム, 
pp.171-178. (2010.7) 
7) 及川 正基, 佐藤 永欣, 高山 毅, 村田 嘉利, 『複数の地磁気・加速度センサによるスキージャンプ選手の モ
ーションモニタリングシステムの評価』, 情報処理学会マルチメディア、分散、協調とモバイル(DICOMO2010) シ
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ンポジウム, pp.363-371. (2010.7) 
8) 菅原 弘光, 佐藤 永欣, 高山 毅, 村田 嘉利, 『集合知としての走行軌跡により地図を更新するカーナビゲーシ
ョンに おける道路位置推定手法』, 情報処理学会マルチメディア、分散、協調とモバイル(DICOMO2010) シンポ
ジウム, pp.446-454. (2010.7) 
9) 佐藤 永欣, 及川 正基, 上田 浩市, 鈴木 潤, 石川 泰二, 高山 毅, 村田 嘉利, 『地磁気加速度センサを用い
た作業トレースシステムにおける作業録画システムの設計と実装』, 情報処理学会マルチメディア、分散、協調
とモバイル(DICOMO2010) シンポジウム, pp.1527-1535. (2010.7) 
10) 佐藤永欣, 及川正基, 上田浩市, 鈴木 潤, 石川泰二, 高山 毅, 村田嘉利, 『地磁気・加速度センサによる作業
トレースシステムの作業録画機能の改善』, マルチメディア通信と分散処理ワークショップ, pp.89-94. 
(2010.10) 
11) 菅原弘光, 佐藤永欣, 高山 毅, 村田嘉利, 『集合知としての走行軌跡による道路位置推定手法の直線道路曲線
道路 における評価』, マルチメディア通信と分散処理ワークショップ, pp.143-148. (2010.10) 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 高島隼也, 高山 毅, 村田嘉利, 佐藤永欣, 加藤大樹, 『レコメンデーションに誘導されやすい顧客を抽出する
吉兆度方式の効率化』, 情報処理学会第 73回全国大会, 2M-7 (2011.3) 
2) 川崎 葵, 高山 毅, 村田嘉利, 佐藤永欣, 大上 藍, 『フレグランスのにおいの検索方式の効率化と購入支援シ
ステムの開発』, 情報処理学会第 73回全国大会, 5N-6 (2011.3) 
3) 松田直子, 高山 毅, 村田嘉利, 佐藤永欣, 大上 藍, 『コーヒーのにおいと味を考慮した検索方式と購入支援シ
ステムの開発』, 情報処理学会第 73回全国大会, 5N-7 (2011.3) 
4) 田中直樹, 高山 毅, 佐藤永欣, 村田嘉利, 生田脩二, 『Web文書への主観的評価を融合する Web2.0 型検索エン
ジンの開発』, 情報処理学会第 73回全国大会, 2P-4 (2011.3) 
5) 熊谷彩夏, 高山 毅, 佐々木貴済, 佐藤永欣, 村田嘉利, 『AVM データのリアルタイムでのマイニングを導入し
た， タクシーの待ち/流し位置レコメンデーション』, 情報処理学会第 73回全国大会, 3P-1 (2011.3) 
6) 長宝有希, 一戸勇太, 佐藤永欣, 高山 毅, 村田嘉利, 『P2P防犯エリアネットワ-クにおける動体の軌跡に基づ
く 不審者検出方式の実装』, 情報処理学会第 73回全国大会, 5P-8 (2011.3) 
7) 清水畑朋子, 大信田祥代, 佐藤永欣, 高山, 毅, 村田嘉利, 『FeliCa 乗車券と降車バス停情報によるバスの遅
延に対応した観光案内システム』, 情報処理学会第 73 回全国大会, 3U-1 (2011.3) 
8) 斎藤慎弥, 村田嘉利, 高山 毅, 佐藤永欣, 『インターナショナルドライビングシミュレータ ―シミュレータ用
道路データ抽出と 3D道路生成―』, 情報処理学会第 73 回全国大会, 6U-2 (2011.3) 
9) 大橋健介, 村田嘉利, 高山 毅, 佐藤永欣, 小野寺真悦, 『アンドロイド端末を利用した家電向リモコンの提
案』, 情報処理学会第 73回全国大会, 5V-7 (2011.3) 
10) 三矢慶子, 村田嘉利, 高山 毅, 佐藤永欣, 稲邉優香, 『コーディネーション相談システムの提案』, 情報処理
学会第 73回全国大会, 1Z-6 (2011.3) 
(e) 研究費の獲得 
1) U-Factory Project (関東自動車工業との共同研究) 1,200,000円 
2) H22年度公募型地域課題研究「地磁気・加速度センサを利用したスキージャンプのためのモニタリングシステム
の開発」 600,000円 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
1) 村田嘉利，佐藤永欣，『角度測定装置および方法』，特願 2011-14629 
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[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
情報セキュリティ運用委員会 
(b) 学部/研究科の委員会 
入試実施委員会，学術推進委員会 
(c) 学生支援 
該当無し 
(d) その他 
第 3次情報システム検討ワーキンググループ 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
該当無し 
(b) 企業・団体などにおける活動 
該当無し 
(c) 一般教育 
該当無し 
(d) 産学連携 
1) U-Factoryプロジェクト（関東自動車株式会社との共同研究） 
(e) 学会などにおける活動 
1） 情報処理学会論文誌編集委員（知能グループ） 
2） 情報処理学会マルチメディア通信と分散処理研究会運営委員 
3） 第 18回情報処理学会マルチメディア通信と分散処理ワークショッププログラム委員会副委員長 
4） 第 19回情報処理学会マルチメディア通信と分散処理ワークショップ組織副委員長（ローカルアレンジ担当） 
5） 情報処理学会論文誌マルチメディア通信と分散処理特集号「分散処理とネットワークサービス」編集委員 
6） Program committee member of the 2nd International Workshop on Information Technology for Innovative 
Services 
(f) その他 
該当無し 
 
[主な業績］ 
教育活動としては，本来は交代する予定であったが引き続きソフトウェア演習 TF メンバーとして，ソフトウェア
演習にかかわった．昨年度末に学生用端末が更新されたため，演習課題等の修正やテキスト書き換えの漏れなどの
修正を行った．また，端末と Linuxサーバの運用開始直後のマイナーなトラブルの解決を行っている． 
研究活動としては、関東自動車工業（株）との共同研究である，U-Factoryプロジェクトの一部として実施されて
いる、地磁気・加速度センサを用いた作業トレースシステムの開発を中心に，地磁気加速度センサを用いたスキー
ジャンプ選手のモーションモニタリングシステムの開発，走行軌跡を用いて地図を自動的に更新することで新道路
開通に直ちに対応できるカーナビの開発，P2Pネットワークカメラによる不審者監視システムの開発，IC乗車券を
用いる乗降バス停と連動した携帯電話向け広告配信システムなどの研究を行った． 
  
